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験豊富なプログラマでモデリングやデータ探索のためのプログラミング
を学びたい読者にも有意義な一冊です。

・導入部分の説明が拡充して、初心者にもよりわかりやすい内容に。

・Pandas を用いたデータ分析方法に関する新章を追加！

・ほかの入門書には見られない幅広いトピックに焦点を当てています。
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